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(百万円未満切捨て)

１．平成30年２月期第３四半期の連結業績（平成29年３月１日～平成29年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年２月期第３四半期 3,687 200 ― 199 ― 120 ―

29年２月期第３四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―
(注) 包括利益 30年２月期第３四半期 120百万円( ―％) 29年２月期第３四半期 ―百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年２月期第３四半期 62.09 59.78

29年２月期第３四半期 ― ―
　

(注）平成30年２月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成29年２月期第３四半期の数値及び平
成30年２月期第３四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年２月期第３四半期 1,826 1,084 59.39

29年２月期 ― ― ―
(参考) 自己資本 30年２月期第３四半期 1,084百万円 29年２月期 ―百万円
　

(注）平成30年２月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成29年２月期の数値については記載し
ておりません。

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年２月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00

30年２月期 ― 0.00 ―

30年２月期(予想) 20.00 20.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成30年２月期の連結業績予想（平成29年３月１日～平成30年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,615 ― 381 ― 377 ― 247 ― 127.22
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

(注）平成30年２月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については記載しておりま
せん。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年２月期３Ｑ 1,951,200株 29年２月期 1,924,000株

② 期末自己株式数 30年２月期３Ｑ 80株 29年２月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年２月期３Ｑ 1,938,811株 29年２月期３Ｑ 1,924,000株

　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予
想情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社は、当第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及

び連結会計年度末との比較分析は行っておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の回復や、雇用・所得環境に改善がみられる等、

緩やかな回復基調にありますが、英国のＥＵ離脱問題をめぐる欧州情勢や、米国の政策運営および朝鮮半島情勢

の問題など世界経済における懸念材料も多く、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社を取り巻く経営環境につきましては、少子高齢化という人口構造の変化により、新規住宅着工戸数の減少

が予測されており、既存住宅の平均築年数は上昇しております。そのため、住宅の老朽化と共に、水まわりのト

ラブルを含む住宅の不具合は増える傾向にあり、当社の主力事業であります水まわりの修理等の需要は底堅く推

移しました。また、水まわりを含めたリフォーム市場全体については、政府による「いいものを作って、きちん

と手入れして、長く使う」社会に向けた既存住宅流通・リフォーム市場活性化の取り組みにより、リフォームに

よる住宅の長寿命化や資産価値の向上を求めるお客さまの増加による需要の拡大が見込まれております。

このような環境のもとで、当社は、水まわり緊急修理の市場からリフォーム市場への企業規模拡大を目指し、

リフォーム紹介事業を運営する連結子会社を平成29年５月１日に設立しました。

当第３四半期連結累計期間は、新会社の開業準備に注力する一方で、主力事業であります水まわり緊急修理サ

ービス事業では、引き続き受注拡大や業務提携先との関係強化を図ってまいりました。また、積極的に人材採用、

採用後の継続的な研修・教育に注力し、サービス品質の向上に努めてまいりました。ミネラルウォーター事業に

おきましては、特に備蓄用の保存水の販売が堅調に推移しました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高3,687,473千円となりました。営業利益は、売上高の

増加に伴う売上総利益の増加、業務提携先からの受注増加に伴う販売手数料の増加等により200,468千円、経常利

益は199,593千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、保険解約返戻金7,455千円、役員特別功労金20,000千

円、法人税、住民税及び事業税65,771千円の計上等により、120,388千円となりました。

各事業部門の状況は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、前事業年度までその他の事業に含めておりましたミネラルウォーター

販売について、金額的重要性が増したため、ミネラルウォーター事業として単独の報告セグメントとして記載す

る方法に変更しております。

・水まわり緊急修理サービス事業

成長に向けた重要施策として継続して取り組んでおります業務提携先との関係強化により、引き続き受注件

数が順調に増加しました。また、人材採用を積極的に進めてまいりました。

以上の結果、当事業の売上高は3,281,508千円、営業利益は172,673千円となりました。

・ミネラルウォーター事業

防災用品商社等を納品先とした備蓄用の保存水の販売が順調に推移しました。また、プライベートブランド

商品については、ホテルやスポーツジム等を納品先とする新規クライアント獲得が順調に増加しました。

以上の結果、当事業の売上高は405,965千円、営業利益は27,794千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産の額は、1,826,727千円となりました。主な内訳は、現金及び預金が

866,876千円、売掛金が322,405千円であります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債の額は、741,883千円となりました。主な内訳は、未払金が308,690

千円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が157,075千円、買掛金が113,954千円であります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の額は、1,084,843千円となりました。主な内訳は、資本金が

273,768千円、資本剰余金が193,768千円、利益剰余金が617,479千円であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年２月期の通期の業績予想につきましては、平成29年４月14日付の「連結決算開始に伴う連結業績予想

に関するお知らせ」で公表しました内容に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 866,876

売掛金 322,405

商品及び製品 10,435

原材料及び貯蔵品 119,052

その他 172,899

貸倒引当金 △4,914

流動資産合計 1,486,754

固定資産

有形固定資産 149,555

無形固定資産 19,848

投資その他の資産

その他 184,833

貸倒引当金 △14,263

投資その他の資産合計 170,569

固定資産合計 339,973

資産合計 1,826,727

負債の部

流動負債

買掛金 113,954

1年内返済予定の長期借入金 76,500

未払金 308,690

未払法人税等 14,279

工事補償引当金 703

その他 95,117

流動負債合計 609,244

固定負債

長期借入金 80,575

その他 52,064

固定負債合計 132,639

負債合計 741,883

純資産の部

株主資本

資本金 273,768

資本剰余金 193,768

利益剰余金 617,479

自己株式 △173

株主資本合計 1,084,843

純資産合計 1,084,843

負債純資産合計 1,826,727
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 3,687,473

売上原価 1,975,723

売上総利益 1,711,750

販売費及び一般管理費 1,511,282

営業利益 200,468

営業外収益

受取利息 30

受取配当金 6

受取手数料 1,860

その他 996

営業外収益合計 2,893

営業外費用

支払利息 2,157

支払補償費 1,533

その他 77

営業外費用合計 3,768

経常利益 199,593

特別利益

固定資産売却益 47

保険解約返戻金 7,455

特別利益合計 7,502

特別損失

固定資産除却損 758

役員特別功労金 20,000

特別損失合計 20,758

税金等調整前四半期純利益 186,337

法人税、住民税及び事業税 65,771

法人税等調整額 177

法人税等合計 65,948

四半期純利益 120,388

親会社株主に帰属する四半期純利益 120,388
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

四半期純利益 120,388

四半期包括利益 120,388

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 120,388
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月30日
定時株主総会

普通株式 28,860 15 平成29年２月28日 平成29年５月31日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

　３．株主資本の著しい変動

当社は、当第３四半期連結累計期間において、譲渡制限付株式の発行により資本金及び資本準備金がそれぞれ

19,828千円増加いたしました。その結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が273,768千円、資本準備金

が193,768千円となっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
四半期連結損益
計算書計上額水まわり緊急修理

サービス事業
ミネラルウォーター事業

売上高

外部顧客への売上高 3,281,508 405,965 3,687,473

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ―

計 3,281,508 405,965 3,687,473

セグメント利益 172,673 27,794 200,468

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、「ミネラルウォーター事業」の金額的重要性が高まったことから、単独の

報告セグメントとして記載する方法に変更しております。
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